（別紙）
	
	整理番号
	９０

	 子どもゆめ基金　子ども向け教材開発・普及活動における
普　及　・　利　用　状　況　報　告　書　（　　年目）
         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 年　  月　  日
 独立行政法人国立青少年教育振興機構理事長　殿
郵  便   番  号：〒
住所：
団体名：
代表者職：
氏名：　　　　　　　　　　　　　　
　令和　　年度子どもゆめ基金の助成を受けて作成した教材の普及状況について、下記のとおり報告します。

	名称
教材の
	　

	提供方法
教材の
	ア．インターネット（ＵＲＬ：http://　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
イ．ＣＤ－ＲＯＭ　　　　ウ．ＤＶＤ－ＲＯＭ　　 　エ．その他（　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　


	
	 （媒体などを有償で配付している場合には、その単価と単価設定の根拠を記述してください。）
 単価：　　　　　　円／１枚
 根拠：

	教材の普及状況
	教材のURLへの
直接アクセス件数
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件
（毎年４月１日～３月３１日までの件数）

	
	媒体の配付状況
 ※記載欄が不足の場合は別紙にて提出
	（配付先、配付数量、数量合計を記載）


	
	●広報媒体での紹介例
（新聞・テレビ・ラジオ等のメディアで紹介された事例を記述し、掲載記事等のコピーがあれば添付してください。）


	
	●教材の利用状況
（教材を利用した個人・団体等から報告を受けた教材利用の状況を全て報告。書ききれない場合は、別紙添付のこと。特に、利用者から得た意見、評価については、詳細に記述してください。）


	
	●教材の利用事例
（開発した教材が利用された具体的な活動事例のうち、代表的な例を３つ以上記述してください。）
【記述内容】活動日時、場所、活動の目的、対象者、参加者数、教材の利用方法、活動内容等


	教材の成果と課題
	●利用事例を踏まえた開発教材の自己評価
【成果】（教材の目的の達成度合い）
【課題】（教材の目的の達成度からみた問題点等）


	教材の改善方策
	●課題を踏まえた今後の改善方策
 

	担当者
連絡
	 連絡担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　
 電　話：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：
 E-mail：　

	
	整理番号
	 　　
９０


注１．普及状況報告書は，日本工業規格Ａ４縦型で作成してください。
２．連絡担当者は、団体の役員及び事務局職員等名簿の中で普及状況報告書の内容及び経費について責任を持って対応できる方を記入してください。
３．普及状況報告書に記載された個人情報は、「(独)国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規程」に基づき、子どもゆめ基金助成業務以外の目的には使用しません。
【令和　　年度助成】












